
開　催　日 平成20年11月１８日（火）　１８：３０～２1：00

出　席　者 区民1１名・四谷特別出張所長・地区協議会担当職員

主なテーマ　 新宿歴史博物館地域協働事業「四谷マップ」について

・試乗会を経て路線案が固まってきた。

・今後、町会・町会加入者に路線案についてアンケート調査を行なう（２月集計）

・採算面を試算すると　必要経費４８００万円に対して　（毎日２４便　２００円×２５名）となっている。

　今後も採算面の検討も重ねていく。

・シンポジウムは２月もしくは３月に開催を予定する。

・地域団体の横の連携を視野に入れたテーマに絞る案が当初案だったが、「四谷マップ」に関する

　活動が、今期後半で活発化しているので、歴史を通して見える「まちづくり」

　のようなテーマとした方が、地域の方が参加しやすいテーマになるのではないか。（前回意見）

・協議会全体を統括したテーマも検討すべきかと思う。

・地域の諸先輩を招き「四谷を識る」座談会形式もよいのではないか。

・次回１２月の会議において開催計画を決定できるようたたき台を作成する。

○過去の歴史的なPRだけでなく新しい町並みをPRできるようにしてもよいのではないか。

○栄えている町には、マップが何種類もある。楽しめるマップを作成したい。→自由な発想を大切にする。

○人が出会ったり、集える場所も掲載するとよいのではないか？（例　銭湯）

○「まちおこし」を感じ、「まちの魅力」を発進できる力を持ったマップにしたい。→庶民的な魅力・老舗の紹介等

○博物的なものにこだわらなくても良いと思う。エピソードも大切にしたい。

○お宝実行委員会推薦箇所は、プライバシーに考慮した記載が必要。

○コミバスが停車するところをピックアップしてタイアップしてはいかがか。

○ランドマークを絞る必要がある。（新名所の記載等含めて、要検討）

○作成具体案

　盛り込みたいものをピックアップして乗せて、不必要なものを削除してはどうか。

　薄い紙の（昔の）地図を重ね合わせて、比較できると面白いのではないか。

　ハングル・英語・日本語で標記できるよいのではないか。（見づらくないよう考慮しながら）

　地図は、見るものではなく、目的地に正確に到達できるように作る必要がある。

※四谷のまちは日曜日は商店が休みのため土曜に観光客が多い。

※目的：四谷を知り、愛着を感じていただけるようなマップ（協議会委員の年代層に向けたものが自然に作
れる）

※どこで配布していくかは、出来上がり後検討していくこととしたい。

・法被（はっぴ）作成　　障害者就労福祉センター（チャレンジワーク）に依頼

　　　　　　　　　　　　　　　＠５５００円（自己負担）　　　協議会貸与用に２着まちづくり支援金で購入することとした。

お宝さがし実行委員会　　１２月２日（火） 　１８：００～　　四谷特別出張所　会議室

第１分科会　　　　　　　　　１２月１６日（火）　１８：３０～　　四谷特別出張所　会議室

（会議開催前）お宝さがし実行委員会

次回日程

意見交換

四谷地区協議会第１分科会会議録　　　　　平成20年度第７回

新宿歴史博物館協働事業について　仮称「四谷マップ」

テーマ別グループの報告

四谷を走る
地域バス

四谷を考える
シンポジウム
（勉強会）


